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問題議のレ…¥'l 1871年アノレザ民
経済的一側面
文手口賀高
?????
(1) 
フランスは、第二帝政のもとで、とくに1860年の英仏通商条約を重大な契
として、資本主義の本格的確立を成し遂げていった。 その展開の中で、ア
ノルマンデイと一定の競合関係を保ちながらも、次第に、
フランス資本主義に構造的
そJレザス経済は、
れを凌駕していくという重姿な推進地域として、
(1) 
影響力さえもつようになる。 とζろが、不幸にも、 1870年7月19尽に始まっ
アルザスを戦場としただけでなく、軍事的・経済的要地アル
(2) 
ザスのドイツによる征服r 併合という結果をもたらす ζとになるために、ア
た普仏戦争は、
J!?ザ、ス経済は必然的に、重大な局簡を迎え、その方向転換を余儀なくされる
のである。
1871年1月28日のパリ関城の翌日には、アルザス・ロレーヌのドイツへの
併合が確実視されるに五って、アルザス経済がフランス経済構造のj!~1J芯とし
ての機能を停止するというだけで芯く、併合後のアJレザス・フランス間の市
していく場関係の連帯性及び連続性を喪失しないかという最大の隅難に
(3) 
のである。
アルザス経済の;Wj本稿では、アjレザ、ス・ロレーヌのドイツ併合によって、
追及び0EIl誌に出されつつあった諸問題を但括的に明示し、それを培疾の対
(4) 
とするというよりも、むしろ普仏戦争!とよって混乱した政治的・経済的原
? ? ? ?
ミ.;J.J~ーズの会議所、ュ:治協会を紋とするアルザス工浪芸U\~ゴ境のIjJで、
どのドイツ両政府間の交捗の過混において、が戦後処理に関するフランス、
その様、フランス、
ドイツ及び併合地域の簡での利害が徴妙に絡み合う中で、アノレザス工業家麗
ような対J芯を示したかを明らかにする ζとが中心となる。
自らが提唱した長期的税野にまつアノレザ、ス経済再建のための構想と、その実
(5) 
現過程が経済実態との関連で考察される ζ とになろう。
注(1) フランス議命より1860&:f.lζ至るフランス資本主義の問題そ体系的!と取り扱った
労作として、主主総指fi明「フランスにおける資木主義の発達u(岩波rtIJ:界歴史j
19、 1971年)がある。~'~こ帝政期の経済発展lζ関しではßIQ部春彦「フランス第ニ
帝政下の貿易自由化と経済発展JU名古農大学文学部研究論集』史学20、1973
年) i19t世紀中葉におけるフランスの貿易構造J(潟、史学21、1974年)を参照。
(2) M.Chanal，La guerre de 70， Paris， 1972; A.Guerin，La folle guerre de 
1870， Paris， 1970. 
(3) F.L'HuiJlier， L' A!sace en 1870，1871， Paris， 1971. PP. 284-286. 
(4) ドイツ#f:合lζ伴うアJレザ‘ス経済の変容については、ミュルーズの工業家団体
(syndicat industriel)やドイツ常民政府の調資IL;忍づく統計表 (Ch.Grad， 
Etμdぬstatistiquesur l' industrie de l' AIsace， 2e岳d.，Colmar， 1880.所収)
を利用して、別稿で詳細な検討を行なう予定。
(5) Mulhouse en 1870. Numero special de Bulletin de la Societe industrielle 
ゐ Mul.初ωe(以下B.S.I.M.と絡す〉のIntroductionの部分でアルザス史家
P. LeuiJliotは、 #f:合時のミュルーズの工業家、政治家 A.Dollfus，E. Delmω 
asの論和iを問!窓iしつつ、 1870-71年問題をフランス、 ドイツ府政府lと57えられ
た課題としてでなく、アルザスが能動的lと解決すべきものとして把えている。
? ? ? ? ?
、?????? 、
の構造転換 (=m，主l1860~年の英仏通商条約を契機とするフランス
内部の対立が貿易政諜の採用)によって、貿易=関税政策をめぐる
広汎にフランス本命以来、それは、裂イヒするととになる。
タト凶と
よって}王倒さuて関係-接触を経済発股に促進的援iぷ!とみる白
( 1)
いく泊目でもあった。
定者しfこ小生践者的発展の思赴uζ結びつ、ぃ
1861年{こ、 1850年代後半
の輸出不振を打開する践的で白地綿布仮輸入制度が貿易政策のより自由化さ
(2) 
れたものとして採用ぢれた。ところが、この制度の利泊によって、捺染は
よりまと悩なタ!、出産!金地綿布を原料とすることが出米たのに対
1)¥してとくに、部u
???
そのがフランス凶として
プランス1
して、
さらには自由貿内の生産にもたらす院議t的効果を指摘しつつ、イ反草食入制度、
易政策一般について、秘めて強い不満の態度を表明していくことになる。か
として、 1870年に向けてくて、貿易政策をめぐる資本対立は、
(3) 
拡大していく。
とζろで、上のような政策論争の推移において、次の基礎的過恐が展開す
る。貿易の自由化-保護関税の強力な引下げは、必然的に、かつ最も渡接的に ??????
1品室的lζ保設されてきた繊維工業(とくに綿工業)を外国との競争関訴には
そして、イギリスをはじめとする外国商品のフラ
して、 I~I 日の商品悩格の強圧的"31
いることを余儀なくした。
ンス閣内市場への大設の流入は、
その結果と下げによる対応とj強争可能な設備の近代化を図る ζ とを強いる。
して、生lZi't裂が和対的lζ高くかっ資金設が少ない中小工場合の倒産と
カを有する巨大企業の創出がみられることになる。 1870年の Guebwillerの
Herzog et Cieが1.000台以上の織機と 100，000以上の紡錘を所有し、中小工
(4) 
J易の犠牲のもとに君臨したように、上の資本集中化現象は、特にアノレザ、スで
(5) 
顕著に見い出されたのである。
では、このようにフランス資本主義発展の急速化によって、象徴的な利害
対立関係を含んだアルザス経済は1870lr・の戦争前夜において、いかなる状況
にあったのか。アjレザス経済の近代的発肢は、 181校紀立より、工業都市ミ
ュノレーズ、安中心とした!夜業構造、つまり先進資本=1::設問イギりスと、ノルマ
ンデイの競争をi誌も強く受けた縮工業の平を反映した構造によって支えら
れてきた。そこで、戦争直前の1870年繊維工業の状態にi却する表 i、耳、閣
を検討して、;欠陥におけるアルザス~L吉本の見解の背公号をみておこう。
〈 ? ? ?
1856年役立。 1897年火災によって消失
し内されず。
1800i:['.以米、この社名で絞されたJI':
1812ei手紡総工場が設立され、 1841
年からDornachで縫糸生践に専門化。
Dollfus et Man tz 
;;:~Dollfus-Mieg el Cic 
1862年設立され、その後、 Cotonniere
de Mulhouseとなる。
1865年設立。 1970年時には清算。
1859年設立。 1870年に焼失し、再建さ
れず。
1834年にHirnet Guth によって設立
され、 1852以降、 J.-J.Guthが経営者
となる。 1871年に擁失し、再建されず。
1842年にA1tkirchのXavierJourdainが
Hirn et Guthと共にCourde Lorraine 
の紡鍛工場を購入し、 1852以来単独の
所有者となる。 20，172の紡錘を所有し
ていたが、 1870年7JIと燐失し、再建
されず。
1857年に設立。
犠工場を所有。
1820年に再興された企業。 1859-60年
lと紡綴工場設立。 1867年焼失したが
30，000紡鑓数で再建。
1825年設立。 1867年焼失したが1870年
に37，000;%7]鍾数で再建。1923年に Bou-
try-Droulers!乙譲渡。
13名称 J巴anHofer e1: Cic 
立)1823年に紛績業開始。
部Blech，Steinbachet Mantzと称、し、
1809年に粉粒寸ー 場、 1879年にFreyet 
Oe!とよって再興。
1862年設立。 1880年に Ed.Vaucher et 
Oe!とよって操業再開。
Dreyfus et Wallach Freresの後継。
1852年設立。 1859年紡~~~工J4主連 1没。
1899年腕失し、再建されず。
Rapha邑1Dreyfus et 0" 
Dreyfus et Lantz Freres 
P . Dreyfus et fiIs 
Guth Fr色res
Les H岳ritiersde Xavier 
Jourdain 
? ? ? ? 〉
Waldighoffen に締結
(1764年設
Les FiIs d'EmmanueI Lang 
※Steinbach， Koechlin et Oc 
※Schlumberger Fi1s et Oe 
※Wehrlin， Hofer e1: Oe 
※Charles Mieg et Oe 
※S. Wallach et 0" 
Na巴gelyFr色res
? ?
?
〉
(注)以上のミュルーズに設立された紡総会社は、 ミュノレーズの外部lζ
商社を設立し、紡綴業あるいは織布業を営む例があった。
B凶1と嬬紡織・織布議。 I
1818年にミュルーズに設立された商会。
1840年にVal-d'Ajol(Vosges)に移さ
れた紡績工場。
Senones (V osges)の綿紡績・織布業。
1849年に設立されたThorenset Hart-
mannの後織。 laPetite-Raon (Vosg-
es)の締結綴・織布議。
〈????
前Koech1in-Dollfuset Freres. 
1835年設立。 1890年に Engelet Ciel乙
質収さる。
1838年に AndreKoechlin， Risler et 
Oe Iζよって設立さる。1885年にはGl-
uck et Oelζ継承。
〈注)Schwartz統毛紡総会社が設立されたのは1871年である。
昔、羊毛、縞織布業
Adolphe Astruc 
Schlumbergeト Steineret Cle 
Ernest Seilliere et O. 
Thorens et 0. 
統毛結額業
Koechlin-Schwartz et 0. 
Trapp et Oe 
Daniel Baumgartner・etOeの後継。
1821年設立。
1821年に機械fliO総司討を諸工場に導入。
1866年設立。 1872年閉鎖。
1828'.[o品点。
1862年設立。 1880年Kullmann商会に
よって吸収さる。
1842{ド500合の
1843'r!:以来綿ビロードの~l::llìZに特化。
1818年にilU'l:された商会。 1845{乙Ro-
ppentzwillerの織布工場を役立。
Henri Baumgartner 
※Dollfus-Mieg et Cie 
Eberhardt et Serveux 
米LesHeritiers de Xavier 
Jourdain 
Pierre Laederich et Fils 
涼Charles-MiegeL O. 
米SchlumbergerFils et O. 
Schlumberger-Steiner el 
Oe 
〈 ? ? 〉
1800年以来乙の社名で経営された企業。
は1904年に放棄さる。
1830年に設立されたJosueHofer会社
を18541ζ引継ぐ。 1880年l乙清算し、
Heilmann et Cie{ζ建物が販売さる。
※(b)Dollfus-Mieg et Cie 
Franck et Boeringer 
1798-99に創設。 1877年に 8ch拙 f母r，
Lalance et Cie ，1897年にはSchaeffer
et Cieとなる。
1795年に設立された Kohleret Heil-
mannの後継。 1873年 JeanHeilmann 
et Cie となり、 1931年に Schaeffer
et Cie Iζ吸収合併。
1764年に設立された Feeret Cornetz 
の後継。 1811年にJ. Hofer et Cieとな
り1876年に清算。
1802年に設立されたNicolasKoechlin 
et Cie の後継。 1931年に Schaeffer
et C同に吸収合併。
毛織物の手押捺染の小工場。 18676:1三の
パり博覧会に参加。
1844年設立。 1894年治斜。
(b)Henri Haeffely et Cie 
Freres Koechlin 
LarsOlmier Freres et 
Chenet 
Freres Meyer 
Ed. Hofer-Grosjean 
Freres Heilmann 
? ? ? ? ?
1865年に1::1工場Schwartz-Hugueninを
再開。 1919年に清算。
Frederic Blechの後継者。 1768年に設
立された商会。その後、Bl巴ch-Fries，
Steinbach et Mantzとなり、 1879年
に消算。
Graf ，Thierry el OCω後継で1800(ζ
設立。 18956:1二に
1776年に設立されたKohlerel JUllgh-
aenの後継者。 1843年に lllzachの]ri-
es-Eeber によってlj:越され1852!r に
Kingersheim ，こ尉るとi泣く。 18996:1三に清
※Schlumberger Fils et Cie 
※Steinbach， Koechlin et C同
Weiss-Fri巴set Cic 
Thierry-Mieg et 0. 
18186:1三設立された尚会、 1932年前持。
1853今三lζz没_¥Lo1907!rH'商品、
Lantz Freres 
C. W illmalll1 et Cic 
???
1661年設立。 1876年Jji拝。Mathieu Mieg el Fils 
1811年設立。 1880年にSausheimIζ移
転。 1894年にDollfuset Noackとなる
1830年設立。 1887年清算。
DolIfus-Dettwiller et Cie 
? ? ? ? ?
1826年設立。 1872年Graffens taden工
場と合併し、 Societ岳Alsaciennede 
Construction Mecaniquesとなる。
1834年に Hugueninet Ducommunに
よって設立。 1908年清算。
? ??
??
???
? ，
?
? ??
?
? ??
?
?
??
? ?
?
? ，
?
????
? ?
J. Ducommun et 0. 
1790年設立。
1804年以来JeanZuberによって経営さ
れた製紙工場の後継として1842年に設
立。
製紙・壁紙業
Jean Zuber et 0. 
Zuber-Ri巴der
日必考〉 ζの表には Mulhouseを含む Altkirch都中に設立された工場 (usine)し
か含まれず、 ζの餓域外で工場を経営する;向会を除いている。
潟、※lま紛、織、捺の統合企業を、 (b)は潔白菜を含むことを窓i成する。
〈典拠)A .Brandt， Reflexions sur l' industrie a Mulhouse en 1870 ，B.8.1.M. ， 
1970. PP. 88-90. 
表立 1870年ミュルーズにおける
i一一一劃雨明設("'!~云副長雨雨空!
1一一「… i 一一…「… I eフヲヲ (kg)I (m)! (m)1 
~~l jOi *~i 業I 1413，4981425，6761 12.353.56816.260，741 
統毛糸紛糾 21 1.1801 40，3601 1 71.5291 848，5971 業 1 -1 -'--1 ---1 . ---1 
縞紡糸・撚1 1 201 5401 1 8，701 3.6861 糸業 1 -1 -l -~l 1 -----1 --1 
撚糸業・糸i61 8631 23，3491 I 4L18.9L171 443，7931 
主主謀 I I 
織希子議(綿1161 5，9601 1 8，0421 3.307，0441 134，798，5381 
j粍紛ll l ! ! ! l i 
織布業(包1 1 81 71 4.0001 1 48.0001 
袋戸ワンネli 1 1 1 1 1 i 
lレ)2側 31 2吋川吋山村 I 42山(
ジャッカー1 21 691 I 681 48.1751 ! 23，260! 
jレ織物業 I ~! V! vl w'.'V! 
|捺 染 業|山，吋 j !同凶，々訓2剖4山 64! i lP同凡附阿6臼札削仰3.ω叩.7η7山 2i
〈 ? ? ? ? ?
高
、-'
Ul込・IYlI)A. Brandt， ot. cit.， p.87. 
表阻 1869-70年〈平和時)オ・ラン県捺染業と織布業の生産
捺 染 業 織 布 主義
ミュルーズ地区 150，000，000 35，000，000 
よ慢の{也の地区 91，000，000 137，000，000 
燥の合計
〈備考〕捺染芸誌には補充lJ[)F~ としてのìffJ~白菜、染色3誌が含まれる。
〈典拠)A. Brandt，。ρ.cit.， p.88. 
以上の三表から、われわれは次の諸点を明白
ろう。まず、 187010ミュルーズ経済構造は、労
としてliIi認できるであ
J以引香mそ1して経済企
般におけるf支部のJえでも、 19世紀中誕の急速な発展の掠1[tlとしてあっ
とくにオ・ランjZの生産量の50%以上を占める更紗掠染染(表盟)に
(6) 
支えられていたということである。しかも、織布及及びfiJj総業は、捺染栄と
の有機的関悦(最も典!1~的企業形態として統合企;りを依然として色説く
d5っ
たことになる。
ところで、併台後ωI 関係をみるよにおいて、仕上出版克;j]ilJjたる協染
うち輸出に í!î める ~.I;U 合をβ.8.I.M. (1950.1'.)より /j"しておこ
穴 う。それによれば、 1869年o)ohi山本は、インド史紗22%、手稿物28%、
e !fゐ22%となっており、また、綿糸が5，-6%、綿布が 1%以 iごという微々たる在日
であり、アルザスは、フランスの{むのj長*並一仁三u也，:U よりも輸出;~誌がi白かったに
(7) 
しろ、この数字でFよる限り、そのヨミ製品市はプランス凶内ilJ切になる。
さらに、とくに表顕からして、捺染巡の際料としての白地綿布の諒袈は、
オ・ラン民主総干jï~~の主iti;そはるかに越えていたのである。さらに、 Schlum-
(8) 
の綿ビロードl乙I1守化させる傾向とか、
あるいは、第二帝政期以降みられるととになる「擦染綿布の生訟のための消
(9) 
開宣;:を考慮せずに、最もよく売れ、最も高い手IJ誌をもたらす」設費綿糸、綿
布への生産の分化志向という諸事態は、オ・ラン県内部での原料綿布の'百給
berger Fils et Cieのよう
ミュノレーズ及びオ・ラ
ンlfの絞染業者ーたちは、必袈とする原料綿布を、主としてヴォージュ県鹿や
オート・ソーヌ去の綿布、それに186]年に採用された仮総入制度一一再輸
そ ζで、ノfランスを一応s諜化させていた ζとになる。
〈 ? ? ? 〉
出という条件で、掠染業のための白地綿布を無税輸入するという制度一一ーに
(JO) 
よる外国産綿布によって締っていた。
るアノレザスにおいても、もっと以上の知く、輸出主導~;l
ブランス国内市場は、捺染;主にとっての原料市場としても殊に翻品市場とし
占めていその市場関係を急j仰と断たれることの出来なしても、
それ放に、普イム戦争から1871&f'.にかけてのア JレザスのたことはJ依かである。
とって、政治的問境の転移が間n寺直接的に経済的悶j克関税関境
あったのである。
注(1) アルザス内部の資本対立を扱ったものとして、 F. L' Hui1ier， Une batail!e 
economiqu日 ausein cle la bourgeoisie inclustrielle sous 1巴 seconcl
巴mpire，La βourgeoisie Alsacienne， Str昌sbourg，1967. pp. 423-434が示
i史的である。
(2) 1830主:から1870l，fにかけてのプランス約染拡大j切における行為政策;紛争lζ関し
ては、 Docvmentde l' histdre de l' AIsace， Toulouse， 1972.花、 Enquete
commerciale. Interrogatoire cle Nicolas Koechlin (1835); Rapport cle 
lVI ]ules Sengenwald， president cle la chambre ae commerce cle 
Strasbourg， sur la levee cles prohibitions (1857) ; Dossier ]ean Dollfus; 
L' industriel alsacien du 27 mai et du 16 juin 1870，の諸史料が紹介され
〉のそれに結びつくということは、死1f[Jを1;りする
〈???
ている。
(3)仮総入制度をめぐる資本対宣については、 ArchivesdetartementalesぬHaut-
Rhin， 126 a/2，Rapport sur les Admissions temporaires des tissus ec-
rus fait au nom d' un巴 commissionspeciale. lvIulhouse， 1867.を索村
とした主l¥焔 fフランス1861年白地税1む{反輸入制度!ζ関する一考察J (九大 f経済
33705'， 1975年)PP.27-50を参政されたい。
(4) Cl. Fohlen， L'industrie texti!e au temps du Second Empire， Paris， 1956. 
PP. 444-446. 
(5) J. Desmarest， fj'volution de la France contemtoraine. La France de 1870. 
Paris， 1970. P. 103， 
(6) Cf. M. Pinna， Mulhouse e la recente evoluzione della sua attivita' industr-
iale， Napo1i， 1969. P. 20. 
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?， ，
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それか上にみたように、 1870年アルザ、ス経ニ済は、伝統産業たる捺染業と、
フランス悶内市場とのとして、らの自立化を迷める綿紡結業、
ってよい。連帯性の中で、その発援を実現されていたと
これまでのしかし、 1870年後半l乙始まり、約 6カ月間続いた普イム戦争は、
続前諸関係の維持l乙純めて阻止的l乙働いた。 1870年における穀物収穫の全く
ドイツ軍隊によって移入された牛疫の旅行ーによる家畜の誠少、などの不足、
の民ゴ長官v:或における最も深刻な事態は、軍事的要国が艇先される状況下の陪
さらに、戦争の混凱による国墳の工業活動においても全く同殺であった。
ドイツ関税問盟の大:ffi:の商品が占領地域へ無関税でー
それは、アルザス工業の市場そアルザス・ロレーヌt:."
(1) 
けに制限し、間指flこ.jL~}ぢ号をかけていたのである。
史上の転移のために、
方的lζ流入していた。〈???
ドイツドイツの軍事的勝利が確定的となった1870年 9月には、とζろで、
は既lこ、将来の講和条約で規定されるべきアノレザス・ロレ…ヌ併合問題
ドイツエ誕生践者に対して立見調査を行なっている。
9月14日以来、 Augsbourg，Aix-la-Chapelle， 
に関連して、
下院議員VonSybeH立、
〈 ? ? ? ? 〉
Gladbach， Elberfeld， Erfeld， Stuttgartのそれぞれの商業会談所、 及び
LuxemboLlI宮と Dusseldorfのドイツ関税問照鉄工場主協会l乙対して、次の
ついて調主主及び、間帯を依頼した。すなわち、アノレザスとそーゼノレ県の
関税同盟へω羽:合が、ドイツの諸工業にいかなる影智ーをもたらずであろうか、
及び、その場合、フランスからどのような関税制度上の譲歩を得るべきか、
という抜本的なニ点であった。
その結果、 ドイツ工業'ぷの間からね具するニ絞の見解が表明されたのであ
る。まず、その eつは、製鉄業者の見解である。彼らはアノレザス及びモ--1Z
ノレ県のドイツ関税関盟への併合に対して法本的異論を表明することはなかっ
た。というのはドイツと併合地域の製品が品質の点で柏瓦補完的な役割を来
すからである。つまり、 ドイツのノレーノレ製鉄業の主要製品!iは、ブリキ、持鉄
鉄、子、Ji'ilj(板という高級品によって構成されていたのに対して、モーゼjレ県
の場合には、 slfz質のレーjレ{こ代表される安価な製品が引二E主体系の越JIilhにあっ
たからである。
しかるに、われわれが主として問題の対象に据えている綿工業においては
事情は異なる。工業家たちは、関税問墳のI1日多から生じる諸結果l乙対して栃
めて大きな不安そ抱いていた。それは、 ~~II}J;のドイツ綿工業がフランス約工
業、とくにフランス綿製品生肢の半分を占めるアルザス綿I業lこ対して生r2E
{こi{{;j>:的!京Iliをi，'o'，:いてい力のネ1:1対的巡れを示していたという
ぺごアノレザスは、{ζi渇して、た。例えば、 1870年段階での紡紙数と
ドイツ関税岡山の場合53，00'-:'-:'数えていたのに対して、
(2) 
{こは、 1，700，000、48，000であった。
れぞれ2，171，000、
ト、イツ関税問 ~ln とアノレザ、スのさらに、
してみれば
それぞれの貯数は47、次のようになる。前者のそれを 100とすると、
(3) 
77， 100となっている。
一地ブ1]":オ・ラン!?Lの問で、
ドイツへのアルザスの併合がり、このよう ? ? ? 〉
ドイツ ω~t一・ゴjにおいて、それは、もたらす経済的効果は明自であろう。
軍事的他方において、f主力そ市広大の保証もなく倍加することになり、
勝利用ドイツのおi工業が併合地域アルザスの約工業に対1./て経済的従属を強
としての衰退にIJんじなければならないという予測を可能
軍事的勝利によるドイツの利持(ニアルザ主立つて、るものであった。
いられ、そ
ス・ロレーヌのp許合)がドイツ綿工業の個別的利益を損なわないために、ブ
ドイツ及び併合地域の閣での市場関係の調整=新しい関税制度の設
(4) 
定が求められていたのである。
ランス、
以上のようなドイツ産業Mからのアルザス・ロレーヌ併合に対する意志表
アルザスの工業家たちは、それに明あるいは問題提起が行なわれる一方で、
ドイツフランス、呼応する形で、併合に伴なう経済的困難の克服のために、
両政府lζ対する訪日関連動を開始していた。
? ? ? ? ? 〉
まず、 1871年2月26の佼講和条約の調印以前に、 JeanSchlumberger， Edo叩
uard Trapp，それにEdouardSchwartz はベルリンに赴き、一方、 Auguste
2月22Dollfus， Edouard Koechlin， Lazare Lantz， Gustave Schaefferは、
(5) 
自にパリ l乙向けて出発している。
われわれは、長初に、 ミュ jレーズ商業会談所の代表たる J. Schlumberger 
らの主張をみておこう。それは、次のニ}~Uこ要約される。①普仏戦争前lζ ア
ノレザスが波文を受けた商品のフランスへの輪入については、自由輸入を認め
る乙と、及びヴォージュ以西lζ注文した商品に対する《互恵制度/>(すなわ
ちアルザスへの自由輸入)を受け入れること、@アノレザスの生産物がフラン
ス l乙輸入される場合、開時的lこ I~!EI3輸入そ認める制度(以下、〈閣時iljJ皮》
と略す)会設置する ζと、つまり、これまでのアルザスとフランスとの市場
関係の確保を目的とする落rしい関税体系を内容としていた。一方、ベルサィ
ユに赴いた代表聞は、臨時政)jすの代表には会見する ζとが出来なかったが、丁
アルザス併合に関する彼の泣見を度フランスに居7こピスマルクlこ迎えられ、
その内容は、アルザスがフランス額にとどまること誼iζ開くことが出来た。
はありえないが、併合後のアルザス工業家の利益を可能な限り保護し、経済
このピスマ:習での変化を少なくすることに努めたい、というものであった。
jレクの約束は、大筋の点でアルザス工業家の要望に瀦足を与えるものであっ
ヴェノレたが、その基底にはドイツ帝国達成の促進という政治的動機があり、
(6) 
サイユl乙庶たドイツ約工業家の利害そ考慮したものセあった。すなわち、
? ? ? 〉
ド
イツ綿工業の利害代表としての市ドイツの代表は、先のVonSybelの発意に
よる龍査に依拠しつつ、アルザ、ス綿工業との「自由競争Jを排除する ζ とを
求めていた。すなわち、アルザス併合lζ伴なって起ると予認されるドイツに
おける過剰生産を防止するために、アノレザ、スの生産物に対してフランスml内
干t-ji&}が開放されなければならないとし、そして、そのための予段としてとくの
したのである。上アノレザス (Haute-Alsace)な講和条約ω締結の
フランス関税領域内に保持する ζと、及び併合地域Iζ対する〈哲
(7) 
時制度〉の設置であった。
ζ と
時期まで、
??????〉
かくして、アノレザスとドイツ工業家の要望する将来の関税制度に隠する構
2 
フランス共和国行政長官 Thiers、外務大臣 JulesFavreのフラ
ビスマルク以下4人のドイツ側代表との間で、{反講和条約が
(8) 
調印されるに至っている。
ところで、恕が、基本線としてほぼ一致するものとして明らかになった。
月26羽に、
ンス側代表と、
「フラこの条約の第S条は次のように規定した、
ンス国によって譲渡される領土の住民の利益は、通路及び-m民権に侠iするす
べての事項に閲して、最終的な和平の条件が取り決められる際に、可能な限
り好意的に規定される ζ とになろう。 ζの目的で、譲渡i削減の住民が自己の
特別の使:在を享有する一定の JQJ間が決められるべ生産物の流通のために、
(9) 
きである」と。まさしく、 この第5条は、上アノレザスの工業家が両政府lζ対
して主体的要求辺製jを行なって米た最初の結果であり、同時に、南ドイツの
約工業家の支持が在ったが放に実現した羽尽でもあった。
アルザス工業家の迎動は、克lこ統一性をもこの仮諮和条約を土台lこして、
って続く。1871年3月8日、ミュルーズ商業会談所のイニシャチーヴによって
〈アルザス利害防衛雲員会)>commission pour la defens巴desint岳1・ets
アノレザスとフランスの閣での設業的次元の述拍性され、alsaciens 
〈???4月の《
オ・ラン県エ楽家出体)>syndicat industriel du Haut-Rhinの創設の中{ζ
(10) 
発展的吸収されるに五る。
この委員会自体は、さらlζ、の維持をその活動の最大尽iまとしたe
この団体は、前の委員会の述勤理念を具体化し、
ミュ jレーズの AugusteDollfusを代表として、オ・ラン県の工業利益を保護
し、かつ背仏戦争の間lζ在庫した工業生盛物を諮和条約の調印1寺まで不正取
引を防止しつつフランスへの自由輸入を得る目的をもっていた。そして、そ
の目的の実現を図るために、この間体を母胎とするアノレザスの代表が、ペノレ
サィユ及び、ベ、jレリンiC、講和条約!とおける経済条項{ζ関して、和械的な提雫
(11) 
を行なっていく。
ζ のアルザス工業家の<~;J削除制度》実現への活動が本格的に展
関する際lこ、それに障害となるようなフランス政府:内部での窓見の対交が表
(12) 
[訂化していた。
ところが、
まず、外務大臣 JulesFavreのだ院をみておこう。彼はフラ
ンス政府の態度として併合地域の生産物の流通に関して一貫して自由でなく
? ? ? ? ?
その論拠は、単にアノレザ、ス・ロレーヌlζ対する民族的ではならないとした。
フランスと先進工業地時(アルザス・ロレーヌ)と良心に在るだけでなく、
ζうした矧点からのTl:i場関係の完全かっ急速な変化lこ対する懸念にあった。
併合地域アノレザス・ロレーヌのフランスからの分離が、政治的に加えて経済
るζとになれば、その事態はフランス悶内産業l乙夜大な結果的問こも
ことになり、そのためにも外務大!日立、〈刊lI!j制度〉の構想の実現
さらに段同大臣も、1J京都!]条約の第5に大いなる賛同を表明したのである。
条の結:tilこづいて、 1)i:{'t-地域の版物のフランスにおける日1:1な販売と輪
j迭を{呆託しようという考えをもっていた。
Pouyer-Quertierは、<('1; II'JII;IJ皮>1こ ~~1 く皮対する立場しかるに、
をとる。ノ Jレマンディの工業家で敬底した保護貿易主義者であった彼ば、アル
ヌの住民主物の流通の在り}jを規定した披講和条約u}5条をフラザさス・ロレ
ンスへの輸入{ζIJしでは適用除外にすべしと考えたのである。すなわち、彼の
としての地J成ヲ1]'ι長は、ノノレマンデイ
この<()I!!fに、大波大肢の光j品としてlぽ政上のJ~lliJlから発したものであった。
n寺制度〉反対の点JAは、 1871ir3月28日の関税総局の問状において具体化さ
アjレザ、ス・ロレーヌの河地方は仮講和その主設は、次の通りである。~ 1.Z) 0 
? ?
?
ブ
ヨーロッパ諸問との間!こ結ばれた貿易i'l
'62年8月2日のドイツ関税同盟との通商
条約の調印以来既にドイツ帝国の統合部分を構成していること、そして、
ランスニ帝政1860年代の初めに、
!羽化のための一連の条約の中で、
条約ば普仏戦争によって、事実上廃止されていること、以上の二つの現実安
踏まえて、アルザス・臼レーヌからlプランスへ輸入され{るl商品は、協定関税
(tarif conventionneりでなくて、IJll定関税 (tarifgeneral)の条何:を認せ
アルザス・ロレ…ヌの生政物!C.関というものであった。られるべきである、
ドイツ当fi)フランスとドイツとの交主主の対率ミタトにi8:いて、する経済問題を、
lζ一方的に任せようとするこの関税総局の決定には、アルザス・ロレーヌは
フランスlJ<lI々にも大きな動揺を与えずにはおかなかった。勿論のこと、 ? ? ? ? ?
この決定に反対の立場を表明したリヨン商業会議所は、 i度ちに、f9IJえば、
が、その躍!IIとして、先の回状は、普仏戦争の犠牲をアノレザ、ス・ロレーヌに
フランスに真の輸入禁止を導くものであることを指摘し一方的に押しつけ、
リヨンている。勿論、アノレザス商品のフランス自立内市J:&}からの排除自体は、
の前工業者にも利益をもたらすことになろうが、アノレザスの特底的自品、f9~
えば、染色のベースの一つであるカリ系青酸塩、高級インド克紗等の途絶は
フランス経済全体に、より多くの不利益を与えるであろうからであった。
ミュノレーズのある工フランス罰内におけるこのような反発を背景にして、
業家がフランスの輸入禁止的措躍をベルリンiζ産訴するという事態も生じ
た。 71年4月初めには、オ・ラン52代表Dollfus，Spoerry， Marinと Pouyer
-Quertierとの関で、 ζの問題lζ関する協議が開催され、新しい協約が結ばれ
それによれば、アノレザス・ロレーヌの工業生産物は、最終的な鵠和条約た。
その《互恵f!;U皮〉そして、の締結まで、すべての関税から免除されること。
フランス生産物もアノレザ、ス・ロレーヌ地方{こ|司じ条件で輸入される
こと、以上のニ点が承認されたのである。結踏のところ、先の関税総問のi長!
状については、完全に撤回されるに烹ったが、 Pouy巴r-Quertierの《瞥時1;IJ皮
〉反対の基本的立場が、これによって、変克されたわけではなかった。
として、
〈 ? ? 〉
このように、〈暫時制度〉に関するフランス政府部内での意見対立は、そ
の基本的立場、視点の相iさからくる桜めて厳しいものであったが、正式の講
和条約の鵠印が近まるにつれてアノレザ、スの工業家は、フランスドミ内i!iJ品がア
ノレザス商品lζ保託される必要性を改めて認識しつつ、{:J)"I 1Jj， ;]IJ 1支:J>m J1::;~ JU 
が条約lこ挿入される必然性をフランス、 ドイツ両政府に訴えつづけていくこ
とになるの
Lazare Lantz Eclouard Mieg， A1fred Koechlin-Schwartz， 3月三ドlilと、
とともにパりで Pouyer-Quertier‘と交捗したミュルーズ工業協会代表 A.
Dollfl1s1i、その後、 F.HartmannとEclouarclKoechlinを伴なって、ベノレリン
!と赴き、プロシャ商務行長官 HerzogIζ〈押!時jliJ度〉の計iTIii案を提示した。
された無税輸入とJr~j針葉l説の継起的適用それは、 E.Koechlin によっ
によって構成されていた。
こうした過程で、《アノレザス手IJ守防衛委員会}>(オ・ランfiL工業家1m体)
〈??????
そのは、アノレザス工業の救済のためにより具体的な提案を行なっている。
本は、な〉かなりの期間、アノレザス・ロレーヌの生産物がフランスへ継続的に
無税輸入されること、@若干の期間、生成物の一部が無税総入されること、
ただし、その生践にはフランス注の半製品あるいは原料が使用されること、か
については、二つの様式が;，をえられた。①1874年12ら成っていた。
月31日!こぞーるJUJ問、現行関税の偶発的上昇分を、そして1875年1月1日から18
77~12月 311ヨまで、この上昇分と現行協定関税の半搬を支払う、②1874年12月
31 日 lこ~る !VJ問、生産物の税を、 1875/if 1月1EIから18771，f12月31日まで、
さらに、実施様式について、生産物の民:及び生政i協の拾を無説輸入にする。
質は1869年の額に従って規定、iIi出現されるとし、 これらのすべての操作は、
(13) 
オ・ラン払工業家団体と時三者;の組織体0)'1ま恕のもとに認かれるとした。
ミιノレー ズをlt心とするオ以上のように、《問時制度》の内容について、
これに関して、-ラン』誌の工業家によって只.体的提示が行なわれるに五り、
フランス邸内及びドイツ側の対応は、総めてお実的となる。
(Chambre consultative アノレザスltl!.)jノイ・ラン11LωBiswiller
Thiers'こ送り、《留des arts et manl1factures)は、 711，[:の3)j 
1#制度〉の必裂性そj]説している。例えば、 Biswillerのぷ/;.ラシャ製造業者は
〈 ? ? ? 〉
ドイツにおける間部門の生主主ノJの相対的優位と込ラシャに対する Jl者好状況と会
そして、そのための<，留時制度して、アランス国内市j~告の保持そ求めた。
〉の実施Nl問を段低5年とすることを考えていた。他方、同地の機械工業は
さらにそのJVI司会体を過しての娘《留fI制ilJ皮〉の長期化、HfJち8-10年間、
税輸入を襲求していた。というのは、パ・ラン!思における機械工議の市場構造
の在り方が、 Zornhoff(Saverneの近く)の Goldenberget Cieのように、
総生産訟のうち、判。をフランス国内市場に依存する形態をとっていたからで
ある。以上のどとく、上アノレザスと下アjレザ、スには、産業構造の迷い(出生産力
の発蕗段踏的相違)にもかかわらず、〈留時制度〉の実現は、アノレザス全体の
みならずフランスの利益lζ適うものであるという共通認識が存在してした。
アJレダン県及びモーゼノレ県北西部の製鉄業者
? ? ? ? 〉
ノー ル県、それに対して、
この制度の下では、その根拠として、は、〈暫時制度〉の続期化を求めた。
アjレザ、ス・ロレーヌ地方がドイツ商品の中継市場となり密輸入の可能性があ
ること、加えて併合地域の製鉄工場の相対的に有利な経済状況(=諸税負担
の免除と石炭の存在)の二点を指摘し、アルザス・ロレーヌの鉄製品のフラ
ンスへの輸入に、相殺関税の設定さえ提案した。
リヨン商業会談所は、前述したごとく、《智1寺ilU皮〉の必嬰性を認めてい
その災級j組閣を、アノレザスの工業家がフランスで商品を淑売，することfιが、
ぞ可能にするため、あるいは工J;ijjのフランスへの移転のため、という名目で
2年間としていた。
と競争関係にあるノルマンディのjレーアン商業会議所も、アノレ寸0~ス
当地ω係染業が生成ω%をアノレザスj主税iイUIζ依存しているという苦手悩から、
<f:2何時制度}>iζ対して、決定的な異論を唱える ζ とはなかった。
には、アノレサごスおいて、プランスこうして、前向条約ω加 I~IJ の
-ロレーヌωための〈暫時制度〉緋訟に対するZ重大な反対;む見は存在しなか
も《暫時制度〉をアノレザ
ドイツ関税関盟nli拐を開拓する時期まで、アルザスlお
(14) 
品の販市拐をフランス国内に保認するfijl度として玉虫色干していたのである。
ζの事態を踏まえて、ったと考えられる。
ス ? ? ? ? ?
では、《特1与fiIJl.Q)>に対するフランス在来界!WJの向定的態度が表明された
ドイツ紺i工業の:初期の
どのような方向で統一されようとしていたであろう
が、詩1'条約調印直前のドイツ産業界nwの対応は、
積極的意見も含めて、
か。
〈 ? ? ? 〉
ドイツの商工業者の代弁機関たる《商業常任委員会〉は、連邦議会宛の
覚え蓄の中で、 ドイツがフランスから関税の引下げ、とくにアルザス・ロレ
ーヌ鹿の銑鉄、綿糸、綿布、統毛糸、化学薬品に対する輪入関税の引下げを
得る ζ とを要求した。これは、併合地域へのドイツ体制の適用から生じるア
ノレザ、ス・ロレーヌ工業の競争に対するドイツ工業家の不安を如実に表現した
ものである。そして、結局のと ζろ、 ζの要求が実現されない場合には、《
暫時制度〉の長期化を期待したのであった。
さらに、ドイツ政府系の新聞たる~<{Strassburger Zeitung::'}>は、次のこと
を認めている。即ち、アJレザス・ロレーヌ併合後におけるフランス閣内市場
の開放の維持は、そこに市場活動を見い出すアjレザ、ス工業の利益となり、問
時l乙、アJレザ、ス工業の競争に徐々に渡部することになるドイツ工業の利益に
も結果する、と。
このような経済的観点からの<{i/当時制度〉に対する議論の他に、より政治
的観点からの議論も有力なものとして在った。つまり、〈暫H寺，(JjlJ度〉の実現に
は、かなり治経的な意見である。それによれば、併・合地域アルザスの内的関
化(エエゲjレマン化)を推し進めるためには、 厳正な悶定関税の適用によっ
て、フランスと譲渡地域との佐もおij街な関係を切り/ijgすべきである、その結
果併合地域の悶有な繁栄を保護する自的で、フランスは、出米るIil~り迅やか
に、 ドイツと共通の手 ω 誌に立つことになろう、としづ内容であった。
しかしながら、現実の経済環境は、この独仏関係の政治理恕をd1:さず、政
治的と同時に経済的朗自に基づく会ドイツ的主張ば、<{'lYflk!f・制度〉の構想lと
反対せず、独仏の和平交主tのn号、併合地域の工業家の袈盟lζ応じる;JE誌が宍
(15) mされることを期待するものであった。
こうして、《問時制度》に関するフランス、ドイツω忠右統一が史羽しfこか
にみえたが、18716*'.5月10Elのフランクフノレト講和条約の諸条項は、アノレザス
・ロレーヌに重大な失援を引き起さずにはおかなかった。条約の第9
う、 「譲渡される釦土のご生産物に関して、フランスへの輸入に対する例
(16) 
外的措ii1は、アノレザスり代表者とともに作成された条件で3月1日から 6カ
〈 ? ? ? 〉
この条項はアノレザスヱ業生産つまり、けられるであろうJと。月のj的問、
物が利益を付与される期間を極めて続くし、さらに、《暫時制度〉の具体的
抽象規定にとどまったからであな内容について明確化することを避けて、
(17) 
る。
フランス政府部内における《暫時このような内容に至った理由としては、
ドイツ関税関盟制度::'}>{こ対する執J幼な消極論があったことが指摘されよう。 ????
の綿工業手IJ筈の保護そ《暫時制度〉の第一次的意義として把えるドイツ政府
lζ対して、フランス政府:部内には、 Pouyer-Ouertierの皮対論を築践にして、
この条約で正式に承認さとく lζ、様々な利害が錯綜していたと考えられる。
フランス慰内に急速に昂揚しれたアノレザス・ロレーヌの併合を契機として、
たナショナリズムは、《暫!十年i!jlJ度〉におけるドイツに対する譲歩的側硝を強
謂せずにはおかなかった。
フランクフルト条約は、《樹/1お!iU皮〉の問題を未解決の状態lζかくて、
? ? ? ?
いたのである。
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閥条件とは次のことを指す。ミュルーズのオ・ラン県工業家団体と同等の組織体
が、アルザス・ロレーヌの3¥黙のそれぞれで、フランスへの翰入生産物が1869年
のフランスとの取引i設を越えないζとを猿視しなければならない。
G司Poidevin，ot. cit.， p.85. 
(IV) 
ドイツ開の戦後処理に関する交捗が、 1871
その際、アルザスの工業家によって構想、提起さ
〈暫時制度〉を含むフランス、
? ? ? ? 〉
6月半ばlζ再開される。
れた〈暫時制度》は、交主~Iζ臨む同政!妊の政治的・経済的思惑の絡み合う中
どのような形式と内容をもって結論を与えられたであろうか。で、
フランクフノレト条約によって規定さ
れた~llilJII割近皮》の期限 8 月 31 日以降のフランス、ア Jレザ、ス・ロレーヌ簡の
(1) 
関税il1Ul支の在り方について、 J欠の提案を行なっている。
6月半ばに、まず、ベルリン政府は、
それに依ればドイツ
その代りにフラ側は、アノレザス・ロレーヌの生産物の無税輸入を放楽する。
ンスの関税率を、 1871年8月31日から1874年12月31日まで定率の弘に、 1874
ζ なお、年四月31日から、 1877年12月31日まで%に引下げることを求める。
ブランクブlレト{本は、の:I;IJ度!と基づく官愉入の前1.1:.のために、
で規定されたように、各工場に原産地誌明誌を交付し、すべての工場を監督
、アルザス・ロレーヌの生度物{と与えられるこのよ6， ずる
フランスへの再もiu/Jj目的ωブうな援週間践のフランス{こ対する代前として、
ランスjJt半製品については、{)f:{i-地域へω1':1LEI'I¥ij入を認めるという制度、H[J
ちドイツ関税法が認める佼輸入iI日H立を導入する。
フランス政府内には、混411、の相違から来る見の相違との提案に対して、
? ? ? 〉
この提案が与えるであろう金融・経詩的まず、が改めて汗aき彫りにされた。
フランス間内産業平{ζm・大関心を抱く高務符及び財務省の有力な見解は、
が強いられる負担の増大を恐れたものである。つまりフランス生産物に対す
る《互恵制度〉の火除と Fイツ、オーストリア、スイス注生産物のフランスへ
〈????
の密輸入の可能性が、この案の内容の批判点として悔摘され、さらに、 ドイ
ツn!IJが代償としたフランス半製品の自由輸入は、フランス生H主物の市場拡大
に役立つというより、併合1地出i岐}或支の力か加[口i工]
た。
これに対して、和平派JulesFavre 1こ率いられた外務省は、仏独!共J{系の正
常化=戦後処理の迅速化を!ヌ|りたいと考え、アルザス・ロレーヌ工業のため
の関税上のフランスの議歩をドイツIi鎖2誌の期限!日?の撤退の条件としてJD目立
した。つまり、関税問題を政治的武器として交捗に臨むことを強く主張した
のであった。
ζ うして、フランクブノレト条約調印nIjに一応の併泌をみたフランス政府内
での窓見の対 ~)L(立、その恨ibJtの深い ζ とをゆ]らかにした。ところが、 1871年
8月終りに、 ζの矛j霞・対立を一気に克服する事態がjgJ足していたのであ
る。それは、フランス産業界の一部〈ヴォージュ成業界)とアルザスとのー
(2) 
定の協定の成立である。それまで、ヴォージュ成主界は、ノルマンディととも
にアルザスが要求した生成物ω1=1出輸入ω延長に強く反対していた。しか
し、アノレザ、ス生恋物に対して、相対的に低率で、かっ時期的lζ足以する輸入
と必裂性を認関税の設定を内容とする《担I!釘IjiJ皮:'}>Iζは原則的にその正当
必裂とす
あったからであ
とたる
る{土上工程をアノレザ、ス捺染ヨミに依存するというi諮
(3) 
る。一方、
ヴォージュというのは、めた。
、アノレザスJi染製品の I
(4) 
るヴォージュj也プiとヴォージュ人ω織物を必1Jiとしていたjという
「ミュノレー ズアノレザスも、
Iこ関
ブランスへの治対的I=!l品輸入に約工3与のTUJ易機iiの克jぶからして、
等しい関税な負担となるフランス工菜の発混に間執することなく、
として、皮〉に反対するフランそ支払うことを認めたο
7L 
-じ;
こωヴォー ジュとアノレザスI!Jω協定をえけ入れるス凶i々ωJ主茶道くも次第に、
方向にあった。
プランス、ドイツjiJlii1'xJ{JIi¥1の交捗の逃!誌を促こうして、この協定の成 ~\LtJ) 、
ヴωもとで出却な火主jょが始まっ
(5) 
るlζ烹っ vぐし、る。
したりはたである。Thiersωイニシャチ
ルとれに
ドイツ制によって泊さωためω ぶrl;Ul!t:'}>i手、
?
?
?
?
? ?
??
たが、 9月14Elには、ドイツOlJと
フランス{:lchば、
れドイツ占領軍の撤退がフランス倶IJの賠{償金の支払とアノレザス・ロレーヌの
生産物lζ対する《暫時制度〉の実現を交政条件として認められるという絃本
そして、われわれが特に問題にしている〈何時制度〉の什子内務であった。
フランスへω仁lal愉入は、次の通りである。第 l条:18nqo12月3113まで、
の許可、 1872年 7 月 1 日まで、弘の関税、 1873~f. 7月 1EIまで、弘の関税の
設定、第豆条:フランスの生践者には、新たな負担の補償としてアルザス・
ロレーヌの生産物lζ対する害U;b曽税の準備、第面条:アノレザ、ス・ロレーヌ地方
〈????
で労働の補充を受けることになるフランス産鋳鉄、銑鉄、鋼鉄、綿糸、綿布、
毛糸、毛織物は、譲渡地域に無税で輸入、という諸規定であった。
このI!f'点において解決するようにみえこうして、《利時制度〉の問題は、
9月16れには、 Thiersが国民議会においてドイツとの協約の承認を求め7こ。
て締結lζヨさった勤慨を次のように述べている、「若干の関税制度上の龍2訟を交
まず、ドイツ輩出
占領軍
つまり、 Thiersは
換条件として、われわれは次のものを獲得することになる。
領下の第二の地域が期限より 8カ月平く解放されること、
(6) 
50.000 -80 ，000人の維持費を節約すること、であるJと。
{]i[時制度〉のもつ経済利害の対立局面を由民的利害の次元の中[こ解消する
それに、
ことによって、問題解決の進躍をほiろうとしたのである。
そω主要点ω一一つ若干の修正ぞ要求する。これに対して、
ヌj出};で生i主された工業生産物のフランスへのqiIlu入7)レザrス・ロレは、
づい、たll'i:1ζfi(:じて、:111)は、 18691fU)総生1'[沿から消費htと愉出
に充てられるブ
ランス工系知立、よ，(制度〉という条件でiぷi&Jis域に輸入されること、
(7) 
であった。
ヌにおけるアノレサfス・ロレ!誌を設けられること、
(8) 
ノルマンディの代表)は、内部の一部(特iζ、ζの修正案{こも、
???
ブランていないこと、アルザスが??イム戦争の敗北による財政上の
クフルト条約によって規定された鐙遇措置に基づ、いて既に恩恵に1子っている
しかし、留民議会にも支罰的な
撤兵rUH砲に対する関心ω，:.IJさは、その解Uとのためりl肖:li条件としてり〈担1与
ζとを指鵠し、反対の意見を表現していた。
制度〉そのものの拒否の立場をとらせなかった。
9月1613の国民議会の修正案に対する議決は、賛成533、反対31、楽権120
(9) 
であった。かくて、 フランス側では、 <{l!引き制度〉という経済問題が、政治
この修正案に沿って解決される方向で一致したのである。的動機から、
ドイツ側は、国民議会の修正案の中に盛り込まれたフランス生ところが、
つまり、そこには産物lζ対する〈互恵制度》について断乎として招否した。 ?????
〈互恵制度〉の承認によって、依然として生産力的iζ鐙位にあるフランスの
生産物がドイツ関税関盟に「誼接的に」流入する ζとを恐れたドイツ当局、
とくにドイツをイギリスと麓争可能な繁栄する工業国にと構想するピスマjレ
(10) 
クの強い信念が現われていたのである。その結果、両政府:の交捗における《
暫時iM皮}>Iζ関する議論は、《互恵制度〉を認めるか否に別れて展開された
ドイツ側の態度は一貫して変らなかった。
結局のと ζろ、アノレザ、ス・ロレーヌにとって最重要問題が、併合後の関税
制度の在り亦(<{瞥Jl寺制度}>)であったのに対して、交J歩の直接当事者の最
大の関心事が、フランスは撤兵問題、ドイツは賠償金開題というように、い
(11) 
づれも《暫時制度〉から離れている状態において、 1871年10月12日の付加条
カ宝、
約の調印が行なわれた。 rアjレザス・ロレーヌで製造された生産物は、次に
定められた条件で、フランスに愉入される。①1871年9月113から12月3113i 
で、あらゆる関税の免除、③1872年1}j11二!から 6月初日まで、講和条約に
よってドイツにえられた最恵国?を巡条Jj~に必づいて 1'" イツに j出目されてし】
る、あるいは巡mされうる関税の弘、 1872:ir7 Jj1 Iヨから12月3HIまで、出
ただし、葡萄酒、アルコール、
(12) 
ω沼@ω制定ω適用から除外さ;1Lる o rJ，上がく七jl与;jリj立〉にi討するな1であ
るが、これは、フランス生産物に対する《瓦;印刷度〉を排除する代りに、<{l昨
この条項ビー jレのような食料品は、じく弘。
? ? ?
アルザスのこ[染まが姿求していた 6ドを%に減じで時制度〉のJvmuとして、
ドイツ間の協約1<:規定されたJW限も半年間短縮さらに 9月14日のフランス，
ドイツのそれぞれの利害・主張を折衷した
さらにアルザス・ロレーヌ工法のための上の〈特加の;IJI立〉
フランス，するという併:合地域、
ものであった。
付加えミ約は、
とするウ、、ォー ジュとアノレザに加えて、アノレザ、ス
ス・ロレーヌとの問ω口元輸入制度を認め、1Ji
「アルザス・ロレーヌで労働の補充を受けるという条件な-った。すなわち、
よって、譲渡地域へ無税で移入することがはi米る」とし、その補足規定とし
て、 「上{ζ示された条件で製造された完成品は、フランスへの再輸入の際に、
アノレザ、ス・ロレーヌ磁の高山!に対する関税に基づいて、談波地方で受けたうサ
(13) 
働の補充[こ対する定率税を支払わなければならない」とした。かくて、 1870
年一一捺染資本とるIj結・織布資本の副次的対立関係が資本、賃労働という
( 14) 
における法本的階級対Sz: !ζ決定的にとって代わられる 11寺í~J-ーに、
(15) 
j誌を向えつつあった第二帝政政治会によって出止された仮輸入制度が、ここに
おいて、変知的な形態にしろ岡越されたのである。この仮輸入制度の尖施に
ドイツの関税法に規定された仮総入信IJ皮にフランス産綿糸、綿布は、らば、
????
は、 1861!c]之{ζ採用された制度とはねJ与して、ほとんど反対の立J品ぞみること
アルザス捺染業この制度から利益を受けるのは、というのは、はなかった。
フランス及びヴォージュ志tj結菜、織布楽であったからである。だけでなく、
ヴ1ージュ綿工業が、 lU岳部におすなわち、アノレザス・ロレーヌ併合前に、
そのほとんどそミュルーズをし、いで綿糸、新Hhを捺染ご誌のJl'i料とし
{系ω存在から!こぜ?していたというはじめとするアノレザス
綿布ωこり制度はフランス凶内iljJ:誌におけるヴォ判断して、
ヴォージュのまた当然の ~J .ながら、噴出をIW1することが出米たのであり、
白、
うことにし、付加分だけに文jずる
(16) 
フランスにIl}輸入するポIj誌を与えたωである。
長iは、1Ji・せとほとん
誌のためにアルザスに
よって、
1871/inOJJ 1211の付加主的によって、以仙人;!jIJ皮をJill床した《即時
制度〉が法的 lì~正!Î，訟をえけ、アノレザス尚品、とくに出ゴとおりののフランス尉 1i:J lij場
?
〉
i いでA!:}，:， I!l~ IこJIJAとしたことになる。
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(2) 1bid.， p .225. 
(3) Fohlen， Industrie， PP.212-219. 
(4) S.Kestner， Souvenirs de jeunesse， Paris， 1905. p.280， cit. par Lev-
y， Histoire， p.239. 
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(7) Jourησt 0βricie!， 17 sept巴mbre1871. 1bid.， P.227， nCc3. 
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Histoire de !a Normardie， Toulouse， 1970. pp.448-450. 
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l' Histoire de l' AIsace， p.379. 
Levy， op. cit.， PP. 242-243 . 
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(日)
???
(V) 
ヌのドイツイさで、 1870"1日iX冬?の敗北の結果としてのアルザス・ロレ
ドイツ経済体jlilJu)I引に投フランス部内市ぬから分離し、は、アルザス
ドイツ同政1[:]ーの/iIJωli没後処フランス、ところが、じることそ必然的にした。
よるブラqJ心とするアノレザス7無安めぐる交捗のiffJJ視で、
は、《問のるンスと
??
?
?〉
として結果した。
この~~河内制度〉の下で、アルザス うたるそこで、
その後市として総{呆できたかをi検討して、どれ程フランス /];1
の動向を展却することにしよう。のアノレザス
、て、作成
???
されたものであり、政府の行政的調査以上の正確さをあっている。
ちとで、[土、iJzの
1872年アjレザ、ス綿製品のフランスへの輸出
?? ???
，?
? ? ?? ??
???? ? ? ?
?
糸
糸
???
?。? ??
???
?????? ? ?
? 、
????????
住i
自
??
?
? ?
表W
約
? ? ? ? ? ?
び切~) Levy， op. cit.， PP.241-242. 
1872年オ・ラン県新i工業の状態
d:. EE :滋 フランスへの輸出廷
綿 糸 13，186，OOOks. 2，542，674kg 
白地綿布 20，245，OOOm 7.924.000m 
捺染綿布 67，783.000m 20.245.000m 
V 
〈典拠)Grad， op. cit. PP.382-383. 
自体の減少はほとんど無く、このこ表及び表荘、臨とを比較すれば、
アルザス産綿糸、務!dζ綿織物のフランス盟内市場への依存がかなりの割合〈
さらに1872年12月9日の法は
もあって、《将lr!jflj!j度〉の終了する1872主f.12月31
く1)
か日ら半年間、仮輪入{何度を延長することを認めているのである。かくして
30-40%) !ζ達していることが明らかである。
ヴォージュ
アルザス綿工業は、 1873年末lζ至るまで、ほぼ従来通りの販売市場を見い出
(2) 
すとともに、その生産構造の急、設的変化を囲避する ζとが出来たのである。
?
? ?
アノレザ、ス綿工業は、 1873年以降の新この特別の優遇制度によって、さて、
ところで《暫日制jl]度〉が終る
ドイツ関税制度との関連にお
しい体制への適応力を与えられたことiむなる。
1873年以降のアルザス綿工業(家〉の動向は、
いてこ桜iこ分れて現われる。
まず、第ニ帝政期lζ創設された既存の工場の動向である。全ヨーロッパ的
規模で展開する大不況がおil工業全般に諮問難を 1チえ、保護主義的意識を高
ドイツ関税法に認められた仮輸入制度を
利用する ζとによって、イギリスやスイ、ス慌の岳地綿布与を!京料とし、 J宍染キ
(3) 
ャラコ安全日上界lこ有平IHこ輸出する ζ とが出来た。要するに、
めさせつつある中で、捺染工場は、
アノレザ、ス捺染業 ?????
アメリカの生産力に対抗可能なit'Jin'及JiMlcjiIl
という伝統的特質を失なうことはなかった。しかしながら、紡総菜と織布;誌
においては、市j易関係のかなりの急変を経験しなければならなかったが、その
は、間際市場においてイギリス、
根本的[医院iは、1865年のプロシャ関税法にあった。この関税法は、低filfil'ちの放
製品と、多くの労働を必要とする高粧品とに対して、ほぼ同等の関税を課し
つまり、綿糸については、 fil絡、和!さにかかわりなく、でいたからである。
布については、並製品に対して、 60マルク (75フラン)、高級品に対して、
(4) 
96マルク(120フラン)という具合であった。併合によって、この法の適用を
ドイツと陪じように、紛結業及び織布主主において、次第
(5) 
{と外国の競争ーをまともに受ける高級品生践を放棄しなければならなかった。
(15フラン)というー率の関税が設定されていた。白地綿100kg~ 127)レク
うけたアルザスは、
それと関IHj{乙、近隣諸国の関税障扱この高級品に対する保諮問税の火除は、
によって、輸出の不扱をもたらし、 sìí~製品の過剰生産に結果した。かくして
とは対照的!こ、 [lij際的訪からの氾却とドアルザス紡結、椛析立、
イツj'i，j内市場への限定を余儀なくされていく。
r句、。 ? ? ? ?
上のように、 f企業セが精神的にも物源的にも、ゲソレマン化することによっ
???
、， ? ー ?
?
?
?
?
?
?
?
、 ?? ??
?
?
???
?? ??， ??????
て、新しい取引関係の中lこ順応していく方向のイl!:1Iζ、<t'l"flli制度〉の関税上
の特典を卒受しながらも、 その後はドイツノ¥あるし、はドイツ
(6) 
ぞ担苔する有力な方向があった。つまり、
づいて、併合地域からフランスへの移住は、 400，000--500，000人、すなわち
殊{ζ若き第二
ることな
併合地域の総人口の%に達していたが、その中には、
(8) 
代がいた。彼らは、《官時制度〉下の俊遇された
〈??????
く、多くの労働者とともにフランスに移住し、そこに新しい取引活動を見い
出したのである。実際、多くの工場が、ヴォ…ジ 2外lζアノレザス人によって
創設されているのである。次の企業がフランクフノレト条約IC続く30年賠に創
(9) 
設された。
18711，ドoGuebwi1l erのGrün換手続段械製作所は、 Lure~と文J;去を設立。
1872"1'-0 Emmanuel LangはNancy~ζ絞lilt ・織布工場を設立。
oWess巴rlingのGros-RomanとRothauのSteinheil-Dieterlenは ThaoIト
les-Vosgeslζ大競技なThaon採決・主主自工場を設立。
o Mulhouseの綿花開廃業者CharlesLaederich et Cie は本拠地をEpinaHζ
移す。
1 875{ドoRibeauvilleの捺染工場SteinerはBelfortIζ支応を設立。
o MulhouseのCharlesMieg et Cieは、 LuxeuiHζ織布工場を創設。
o GuebwillerのBourcart1平reresはMontbeliardlζ紡紡工場を設立。
1876{f. 0 Mitt巴lwihrのFredericBal tzingerはMontbeli昌rdiζ機械首脳荷物工場を設
点。
18781，ドoOberbruckのZeller家!とよるEtueffont-le-Basの織布工場、それから紡続
工場(1890)の創立。一一ト‘イツ国絡を受入れるととをお2ぎした家族の若者
のために一一
18791，ドoMulhouseのDollfus-Mieget Cie i立、 Belfortlζ縫糸工場を設立。
。SocieteAlsacienne de Construction MecaniquesはBelfortiζ文防を設
IL。
1882年oCernayのJ.-J.Zurcherの後継者、 Boeriuyer…Zurcherは捺染工場をEp-
inal!ζ移す。
o Mulhouseの主主毛糸が112工場Schwartzet Cie はValdoieに文!古を設jL.。
1883年oGeorges KoechlinはBelfortとVald' Ajollζ締紡総工場、 ValdoieIζ染
色工場を設立。
1883~8Ll今ゴ oLorrachのKoechlin-Baumgartneret Cie はLuxeuiHζ染色工場を設
Jr.o 
1881'ドoRaphaむ1Dreyfus et Cie はValdoieiζ紡総工場を設立。
1895年oWiller-sur-ThurのIsaacet Paul KoechliniまAudincourt1と機被制織布
工場を設立。
1897"f 0 Mulhous巴のMaxDollfusはHericourtlζ織布工場を設設:。
1898年oSausheimのDolJfus，NoacklまBelfortlと工場を創立。
。??
(とくに綿工業)の市場さて、われわれは、《暫時制度〉がアルザス
関係にもたらした有利な結泉と、それに基づいた1873年以降の工業家の対応
プロテスタテーノレの迎勤に象徴そこに賞ぬいていたものは、の仕方をみた。
ナショナリズムの品協という当時のフランス社会の全般的エスプリされる、
だけでなく、諸階級の厳しい対立関係を克服しつつ、一つの地域利害iCx']す
ζのような企業家の自立るアルザス工業家の盟かな統一力と適応力である。
????
的活動lこ文えられたアルザス経済は、外部要因一一政治的・
の急激的変動から生じる諸困難にもかかわらず、新しい均衡と発展の道をす
ばやく探求する ζとができたのである。
lζ悶脊な社会的精神を、 1870年戦争直後のフζのアノレザス本稿は、
ランスとのr!J場関係という鮮裂な問題に担点を据えて、切らかにしたのであ
り、 1870年代後半からのアノレザス経済の変容についての構造分析の準備作業
〈?
?
?
?
であった。
注(1) Levy， op. cit.， PP.242-243. 
(2) 普仏戦争から1872年12月31日までに、アルザス工業生産物の輸出は、フランス
へ350，000，000フラン、ライン}I!以来の諸国への輸出は年当1，500，000フランで
ある。 Grad，01う.cit.， p.381. 
(3) L的 y，op. cit.， p.242. 
(4) Grad，。ρ.cit.， PP.145-147. 
(5) アルザス産綿糸の平均悉手は1869年一39、1879年一30となっている。 Ioid.• 
p.386. 
(6) Ph. Brandt， Quelques notes， pp.130-131. 
(7) ζの条項は、併合地域lζ住むアJレザス・ロレーヌ人をドイツ人と見倣すとしな
がらも、フランス国絡を選択し、 1872年10月113以前にフランスに住居を移す
権利を保託した。 Il唱'd，p.127; A. Wahl， L' Qρtion et l' emigration des 
AIsaciens-Lorrains (1871-1872) Paris， 1972. pp.28-38. 
(8) L' Huillier， L' Alsace dans le Reidhsland， pp.444-445. 
\~) Ph. Brandt.， op. cit.， p.131. 
